
「何で、タバコなんか吸うの？ タバコを吸って、良い事なんてある？」 

 

「クサイし、煙たいし、命を縮めるし、お金はかかるし、迷惑がられるし、吸う場所を探さんとあかんし、

吸ってる時間がもったいないし、吸わんとイライラするみたいやし、口や鼻から煙が出ている姿なんて

カッコ悪いし・・・」 

 

そして現代は、次のような記事が新聞に載る時代なのです。 

 

不幸にも興味本位でタバコに手を出し、ニコチン依存症になってしまうと、将来「職場での喫煙をや

めるか、仕事を辞めるか」と言われて仕事を辞める、なんていう事が起こってしまうかも知れません。誰

しも「そんな、バカな事はしないよ」と思うはずですが、ニコチン依存症の人は、「やめたいけど、やめら

れやん」という人ばかりなので、タバコのせいで仕事を失う可能性もあるわけです。 

 

まったく良い事がないタバコに手を出さなければ、こんな心配は一切不要です。 

賢明な和工生のみなさんは「そんな、バカな事はしないよ」と思っていますよね。 
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勤務中、たばこ持ち歩きも禁止…大阪市営地下鉄 

読売新聞 4 月 12 日(木)14 時 51 分配信 
 

 全面禁煙の地下鉄駅構内で、職員の喫煙が相次いで発覚した大阪市交通局は、全ての市営地下鉄乗務

員に、たばこはロッカーに保管し、勤務中は持ち歩かないように通知した。 度重なる禁煙の指示にもかか

わらず喫煙して電車を遅らせた助役について、橋下徹市長が懲戒免職を検討するよう求める事態になって

おり、もう失敗を繰り返せない同局の苦肉の策だ。 
 

 １月に長堀鶴見緑地線車両内での運転士の喫煙が発覚し、同局は駅構内の禁煙を通知。しかし、その後

の２月２２日にたばこが原因とみられる火災が御堂筋線梅田駅で発生した。 

 

 また禁煙通知が出たが、今月３日、今度は四つ橋線本町駅の助役が駅長室で喫煙して火災報知機が作

動し、電車４本が遅れた。 

 

 同局は、「喫煙は、地上の喫煙所へ」という従来の方針では生ぬるいと考え、今月６日、全運転士と車掌計

約１２５０人に、たばこは出勤時にロッカーに置くよう求めた。 

 

 バス運転手約１１００人にも、勤務時間中は吸わないよう通知した。同局幹部は「職場での喫煙をやめる

か、仕事を辞めるか、どちらかしかない」と語る 


